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【評価コメント】  

本研究は、肺非結核性抗酸菌(NTM)症の臨床コホートを基盤として、肺 Mycobacterium avium 

complex（MAC）症の疾患感受性遺伝子 CHP2 の関与を明らかにしてきたエビデンスに基づき、肺

NTM症における分子機能の解析及び新規治療薬の創製を目指した研究である。CHP2及びNHEが感

染に関与することや、エストロゲンとの関連性など、宿主側の疾患感受性に関する重要な知見を

蓄積した点は評価できる。一方で、創薬標的の絞り込みやスクリーニング系の確立については引

き続き検討が必要な状況にあり、研究計画全体の達成目標に向けてさらなる進展を期待する。 

今後は、これまでに得られた知見を体系的に整理するとともに、未解明な課題点とその解決策

を明確化し、創薬標的の選定や評価系の構築を進め、新規治療薬の創出につながる研究へと発展

させることを望む。 
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